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基本的な臨床疑問に沿って考察してみたい。本考察の主な出典は『Evidence Based Practice in 












Mayo Clinic の Bostwick JM は、うつ病と診断された患者の予後と死因に関する詳細なメ
タアナリシスを行い、これまでの生涯自殺率 15～20%という、異常に高い数字がなぜ生じたか
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合)であったことを明らかにした。そして統計学的に最も適切であるという推計式によって、１）
自殺に関連した危機的状況で入院した時点で登録された患者グループ。２）入院時に自殺の危
険性がほとんどない状態で登録された患者グループ、３）外来のうつ病患者グループ、の 3種
のグループごとに生涯自殺率を推定し、グループ１では 8.6%、グループ２では 4.0％、グルー
プ３では 2.2%という数値を算出した。 
このように考えると、米国におけるうつ病（感情障害）患者のうち、自殺の危険性のために
入院の必要があった（通常重症のうつと判定される）人を除く、軽症~中等症のうつ病の患者
の生涯自殺率はトータルでは 3％前後と考えられる。つまり、うつ病と診断された集団の 97％
の人は生涯自殺しない（言い換えれば、自殺以外の原因で一生を終える）。ところで米国の全
ての人口での生涯自殺率は約１％であると言われている。よって、うつ病の人が自殺で生涯を
終える可能性はやはり、全人口の平均より 3倍程度高いのである。つまりうつ病は確かに自殺
のハイリスクであることは間違いがない。しかし、うつ病の人の大部分は自殺では死なないと
いうこともまた事実なのである。 
 
 
